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野の教授に就任以来、COE21、 GCOE のプログラム、複数の補助金の支援を受けて、いち早く SiC パワー
デバイスの回路応用を実現するための研究を推進してきた。その経緯と現在の状況を以下に述べる。











SiC 半導体パワーデバイスが Si 半導体パワーデバイスに比して持ち得る物理的優位性は、高耐圧、低
オン抵抗、高速・高周波動作、耐高温特性である [1]。この半導体の開発は言うまでもなく京都大学大
学院工学研究科電子物性工学専攻（（現）電子工学専攻）の松波弘之名誉教授に始まり、木本恒暢教授
らの研究グループにより我国、世界をリードする研究開発が進められている。つい 6月 4 日には 20、


















































図 2は、SiC-JFET による 5MHz のスイッチング波形、および開発したノーマリーオン動作の JFET
に疑似ノーマリーオフ動作を実現するゲートドライブ回路を示している。この回路の開発は、JFETの
不利な特性よりもその高周波特性を活かすことを求めた結果である [4]。この開発はその後の高周波駆
動に道を開き、現在 SiC-JFET では 15 MHz を越えるスイッチングを実現している [5]。これが、ISM 
周波数（13.56MHz）を越えるスイッチング周波数であり、たとえば無線給電への適用などへの夢を膨
らませ、産業界に「できる」という意識を与えたという点で非常に大きな意味がある。















































































ム　に御礼申し上げます。最後に、本関連研究は COE21、 GCOE、 科学研究費補助金、環境ナノクラス
ター事業、NICTの研究助成を受けたものであることを記します。
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